





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(9) 、、，，，， rlL 
4EEa 
''f盟 、
、 ‘ ‘.a， ， ，
4.， a 4EEL 
JtE
・ 、 、(12) 
(13) 
(14) 
(15) 
経
営
と
経
済
..L. /、
と
す
れ
ば
ω式
は
J
び
十
回
H
回同+〉仲吋仲
( 
.. ー
とヲコ
) 
Y
の
初
期
値
を
丸
と
し
て
と
の
式
の
解
を
求
め
れ
ば
J
F
H
弐
kr仲
lH
「
同
日
+
同
区
+
+
ヤ
+
ベ
。
」
「当司〉仲
lH
司〉仲
l
a
N
b
o
L
(
-
d
 
と
t
A
で
は
弐
〉
T
U
k
r
-
P
l
H
F
I
M
-
-
:
:
:
:
・-
K
F
。
で
あ
る
。
聞
は
所
得
変
化
の
期
間
経
路
を
あ
た
え
る
。
出
発
点
が
静
態
的
均
衡
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
ま
や
投
資
が
注
入
さ
れ
る
と
物
価
は
上
昇
す
る
。
物
価
の
上
昇
は
同
じ
割
合
で
は
た
い
が
、
賃
銀
を
騰
貴
せ
し
め
る
。
し
か
し
実
質
賃
銀
は
低
落
す
る
か
ら
、
企
業
者
所
得
は
増
加
す
る
。
総
実
質
産
出
高
は
一
定
で
あ
り
、
資
本
財
生
産
が
増
加
す
る
だ
け
、
泊
費
財
生
産
が
減
少
す
る
口
し
か
る
に
稔
消
費
支
出
は
増
加
を
つ
ど
け
る
か
ら
泊
費
財
価
格
は
益
々
上
昇
す
る
。
か
く
て
イ
シ
フ
レ
過
程
は
累
積
的
に
進
む
。
T
期
聞
に
沿
い
て
は
資
本
財
産
出
高
は
、
N
J
町
。
消
費
財
産
出
高
は
(
H
!
と
J
町
。
と
な
る
。
シ
ャ
ツ
ツ
は
生
産
性
コ
γ
ス
ク
γ
ト
と
仮
定
し
て
い
る
か
ら
、
市
場
経
済
部
門
の
各
期
の
資
源
が
コ
γ
ス
グ
γ
ト
で
あ
れ
ば
、
資
本
財
の
生
産
に
資
源
を
ふ
り
む
け
る
分
だ
け
泊
費
財
生
産
用
の
資
源
が
減
少
し
、
総
産
出
高
は
不
変
と
た
る
と
す
る
。
市
も
シ
ャ
ツ
ヅ
の
分
析
で
は
、
期
間
T
に
い
た
る
ま
で
は
投
資
に
よ
り
増
加
し
た
生
産
能
力
は
嫁
勤
さ
れ
や
投
資
の
生
産
懐
妊
期
間
は
T
に
い
た
る
ま
で
の
期
間
と
さ
れ
て
い
る
。
後
進
経
済
の
発
展
に
と
っ
て
最
も
必
要
な
も
の
は
所
謂
外
部
経
済
の
成
長
だ
と
よ
く
言
わ
れ
る
と
乙
ろ
で
あ
る
が
、
グ
ム
と
か
鉄
道
と
か
の
建
設
に
は
相
当
の
長
期
間
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
白
従
っ
て
総
産
出
高
を
不
変
と
し
て
泊
費
財
産
出
高
の
み
減
少
す
る
と
仮
定
す
る
乙
と
は
不
当
で
は
友
い
。
然
し
、
イ
γ
フ
レ
過
程
の
進
行
は
、
消
費
財
価
格
の
累
積
的
た
上
昇
に
工
っ
て
生
子
る
、
そ
と
で
芳
し
、
資
源
の
流
用
に
ク
い
て
何
ら
の
制
限
が
加
え
ら
れ
て
告
ら
友
け
れ
ば
、
相
対
的
に
有
利
と
た
っ
た
泊
費
財
生
産
の
方
に
資
源
は
逆
流
す
る
で
あ
ろ
う
。
投
資
の
生
産
懐
妊
期
間
が
長
い
ほ
ど
イ
γ
フ
レ
圧
力
は
強
く
た
り
、
泊
費
財
需
要
は
益
え
増
大
す
る
か
ら
、
何
ら
か
の
強
制
的
た
方
法
で
資
源
の
消
費
財
生
産
へ
の
流
用
或
は
治
費
支
出
そ
の
も
の
を
抑
制
し
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
結
果
と
た
る
で
あ
ろ
う
。
然
し
わ
れ
わ
れ
は
シ
ャ
ツ
ツ
の
仮
定
を
認
め
た
上
で
T
に
い
た
る
迄
は
イ
シ
フ
レ
は
累
積
さ
れ
、
終
そ
く
す
る
乙
と
は
な
い
と
と
を
知
る
が
T
期
間
以
後
の
局
面
に
つ
い
て
は
事
態
は
累
る
も
の
と
友
る
。
t
l
T
で
は
資
本
財
生
産
は
目
標
水
準
に
達
し
て
い
る
口
故
に
資
本
財
に
た
い
す
る
需
要
増
加
は
止
む
、
然
し
、
T
以
後
の
各
期
間
に
沿
い
て
生
産
桔
成
は
資
本
財
N
J
町
。
、
泊
費
財
公
l
N
)
J
町
。
で
あ
り
総
産
出
高
は
依
然
出
発
点
よ
り
不
変
と
仮
定
さ
れ
る
口
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
増
加
は
依
然
不
妊
の
ま
L
放
置
さ
れ
て
い
る
。
資
源
の
量
は
一
定
で
あ
っ
て
も
T
期
に
い
た
る
迄
に
増
加
し
た
資
本
ス
ト
ッ
ク
は
泊
費
財
或
い
は
資
本
財
の
生
産
増
加
に
利
用
す
る
た
ら
ば
そ
の
限
り
で
T
期
以
後
で
も
総
産
出
高
は
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
シ
ャ
ツ
ツ
は
総
産
出
高
は
T
期
以
前
も
以
後
も
同
一
と
仮
定
し
て
い
る
。
泊
費
財
の
総
産
出
高
に
対
す
る
比
率
は
(
同
!
と
で
あ
る
。
'
彼
の
分
析
で
は
投
資
の
所
得
造
出
効
果
の
み
が
考
察
さ
れ
、
生
産
能
力
造
出
効
果
が
無
保
さ
れ
た
。
さ
て
T
期
間
以
後
に
・
お
け
る
局
面
に
お
い
て
物
価
の
安
定
条
件
を
シ
ャ
ツ
ヅ
は
次
の
如
く
一
不
す
。
国
民
所
得
方
程
式
は
、
J
r
i
-
-
ベ
(
当
)
Pロ
(
H
l
A
)
+
わ
(
開
)
吐
十
会
吋
十
ロ
|
ρ
照
明
)
吋
+
r
+
ロ
↑
H
ド~
= ) 
T
は
第
二
局
面
の
最
初
の
期
間
、
u
は
そ
れ
に
ク
づ
く
期
聞
を
示
す
パ
一
フ
メ
1
グ
ー
で
あ
る
。
前
と
同
様
に
、
同
吋
+
ロ
十
H
U
N
J
町
、
吋
+
ロ
+
H
(呂)
ベ
(
当
)
吋
+
ロ
ム
ヲ
〔
円
十
三
K
4
l
l
H
)
〕
(
M
O
)
 
J
内
〈
司
王
+
ロ
H
三♂
(
H
+
N
同
柑
円
ー
と
』
F
O
( 
1>:) 
恒同時
、旬.〆
デ
ロ
+
H
U
H
-
ρ
)
ミ
。
(
H
ミヰ
l
N
)
+
の
(
同
)
斗
+
ρ
J
町
、
H
，
+
ロ
l
ρ
ベ
(
開
)
J門
+
N
J
円
吋
+
ロ
+
H
§ 
後
進
経
済
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
七
経
営
と
経
済
Y¥ 
デ
ロ
+
H
H
札
止
さ
ー
ρ
l
N
+
g
f
の
(
明
子
会
開
)
1
2
+
3
1
3
予言〕
53 
ωの
式
を
簡
約
に
す
る
た
め
に
司
¥1 
者
(
H
l
G
I
N
+
L
R
ρ
)
J
町
。
+
の
(
開
)
吋
l
ρ
J
同
(
開
)
吋
同
l
N
ま3"
e 
の
¥1 
門
出
+
当
N
l
A
d司
h
R
]
{
l
N
 
g 
と
し
て
次
の
式
を
う
る
。
J
内
寸
+
ロ
+
四
日
司
+
の
ベ
ー
門
+
ロ
ES 
ωの
定
差
方
程
式
の
解
は
第
二
局
面
の
所
得
変
動
経
路
を
示
す
。
ロ
H
O
の
と
き
ち
の
初
期
値
が
あ
た
え
ら
れ
る
‘
な
ら
ば
右
の
定
差
方
程
式
の
解
は
、
ベ
斗
+
ロ
リ
(fー
bl司
の
+ 
司
H
ー
の
s 
国
民
所
得
の
均
衡
債
は
ベ]
司
同
!
の
52 
で
示
さ
れ
る
か
ら
仰
は
J
町、吋+ロ
H
〈
吋
吋
l
叫
)
の
ロ
+
ぺ
g 
そ
こ
で
イ
シ
フ
レ
の
経
路
は
T
以
後
の
各
期
の
Y
の
伎
を
知
り
、
乙
れ
と
む
と
の
比
較
に
よ
っ
て
知
り
う
る
。
イ
シ
ア
レ
安
定
の
条
件
は
。
八
同
で
あ
る
。
G
の
値
は
附
式
で
あ
た
え
ら
れ
て
長
り
、
w
、
z
、
q
、
Z
は
す
べ
て
正
で
ー
よ
り
小
、
故
に
G
の
分
母
分
子
共
に
正
で
あ
る
口
そ
乙
で
の
八
H
で
あ
る
た
め
に
は
、
君
、
+
0
2
1
4
5
)
八
H
l
N
2 
M
W
を
吟
味
し
て
み
る
と
、
仰
は
イ
シ
ブ
レ
に
よ
っ
て
上
昇
し
た
労
働
者
賃
銀
の
増
分
の
国
民
所
得
増
分
に
た
い
す
る
比
率
、
即
ち
労
働
者
の
泊
費
支
出
増
加
の
割
合
、
(
H
l
d
ご
)
は
イ
シ
プ
レ
に
上
る
所
得
増
加
の
う
ち
企
業
者
所
得
と
た
る
割
合
、
従
っ
て
ρ
(
H
l
当
る
は
そ
の
所
得
増
加
か
ら
泊
費
に
支
出
さ
れ
る
割
合
、
そ
と
で
側
の
不
等
式
の
左
辺
は
イ
γ
ブ
レ
に
よ
る
所
得
増
加
に
た
い
す
る
総
泊
費
支
出
の
割
合
を
示
す
。
乙
れ
を
イ
γ
フ
レ
的
限
界
泊
費
性
向
と
呼
ん
で
お
乙
う
。
不
等
式
の
右
辺
は
総
産
出
高
に
た
い
す
る
泊
費
財
盆
産
の
割
イ
γ
フ
レ
の
進
行
と
と
も
に
企
業
者
所
得
に
有
利
た
る
よ
う
に
所
得
分
配
は
変
化
し
、
し
か
も
企
業
者
の
限
界
泊
費
位
向
は
1
以
下
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
側
の
条
件
が
成
立
す
る
限
り
、
貯
蓄
の
増
大
を
結
果
し
、
イ
γ
フ
レ
の
速
力
は
に
ぶ
り
、
均
衡
が
成
合
を
示
す
。
立
す
る
。
そ
れ
が
自
発
的
で
あ
れ
、
強
制
的
で
あ
れ
、
貯
蓄
の
勤
向
以
如
が
イ
γ
フ
レ
の
速
度
、
期
間
、
程
度
を
決
定
す
る
で
あ
ろ
う
口
四
前
節
の
分
析
は
自
給
部
門
か
ら
市
場
経
済
部
門
へ
の
資
源
流
入
が
全
く
存
し
な
い
場
合
に
ク
い
て
で
あ
っ
た
。
し
か
し
後
進
経
済
と
い
え
ど
も
全
然
資
源
が
流
入
し
な
い
と
は
考
え
ら
れ
た
い
。
そ
乙
で
シ
ャ
ツ
ヅ
は
制
限
的
で
は
あ
る
が
資
源
流
入
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
イ
シ
プ
レ
過
程
を
考
察
す
る
口
資
源
の
流
入
は
丁
度
倉
産
を
毎
期
心
l
J
F
さ
れ
る
口
T
期
に
い
た
る
迄
流
入
し
た
資
源
は
す
べ
て
資
本
財
生
産
に
投
入
さ
れ
る
。
従
っ
て
泊
費
財
生
産
は
縮
少
し
た
い
か
ら
、
各
期
だ
け
増
加
せ
し
め
る
に
足
る
だ
け
行
わ
れ
る
と
仮
定
絞
進
経
済
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
九
経
い
営
と
経
済
O 
の
総
産
出
高
(
p
)
は
次
の
式
で
一
不
さ
れ
る
。
(
:
引
)
ベ
。
同
J
H
，デh、、AJ
h・論、J
乙
t
A
で
再
び
ω式
が
使
用
さ
れ
る
。
と
乙
ろ
で
と
の
場
合
投
資
と
所
得
と
の
比
は
、
ベ|同
+ 1+ 
!I 
(
同
+
H
)
N
d
吋
ー
l
h
o
(
同
+
Z
N
州
)
J
町
。
g 
(
同
+
「
+
H
H
JPー乙
~ 
物
価
水
準
に
ク
い
て
は
、
同
M
F
H
H
~I ァ
1 
〆『、
ト4
+ 
イロI~
¥J  
ベ
32 
、Bノ
次
に
mは
賃
銀
率
の
上
昇
と
労
働
量
の
増
加
と
に
依
存
す
る
。
生
産
性
は
コ
γ
ス
グ
シ
ト
と
仮
定
さ
れ
る
か
ら
資
源
の
量
一
は
生
産
と
同
じ
比
率
で
増
加
す
る
。
労
働
投
入
量
を
L
で
示
す
と
、
r
l
山下
F
O
+
F
O
H
(
同
+
い
れ
)
2
0
s 
吋(・
5
u〔
(
H
+
山
町
)
ミ
。
〕
[f((
同+い
E
ーニ〕
2 
附仰と
m
仰
を
ωに
代
入
す
る
と
デ
+
:
(
H
l
ム
)
〔
(
同
+
山
い
)
己
c
〕
.r-¥ 
トー. 
+ 
~ 
.-ー、、
〆戸、
ト4
JJF 
~Ni 
トー晶
、『甲ー/
¥一一一/
+(U(開)。+βJ?lρJ同(開)。+
吋吋I~
+1<"'件十
"，1+ 
.-+1目
+10 
ト...IN
¥../ ノ
N 
ベ. 
+ 
ト4
( 
仏心
こさ
F
H
H
P
M
+
H
V
〔
(
H
+
山
刊
)
ろ
l
A
l
i
c
f
g
o
1
0
ベ
(
開
)
C
+
(
f
t
1
3
)
ポ
〕
~ 
側
を
簡
約
に
す
る
た
め
に
、
同，+(件+同
)
N
、、
k
F
昨
日
吋
(
ρ
+
巧
hR!ρ当hR)
32 
国
昨
日
目
丹
ぽ
〔
(
H
+
山
刊
)
当
(
H
l
ρ
1
2
2
f
s
v
l
会
開
)
。
〕
2 
と
し
て
次
の
式
を
う
る
。ベZ
H
H
回
同
+
〉
仲
ベ
仲
..，嗣、
陣占
0-‘ 、-"
乙
の
定
差
方
程
式
は
既
述
の
も
の
と
同
形
で
あ
り
、
そ
の
解
は
Y
の
期
間
経
路
を
あ
た
え
る
。
シ
ャ
ツ
ヅ
の
仮
定
で
は
資
本
財
生
産
は
流
入
資
源
で
ま
か
な
わ
れ
る
か
ら
、
消
費
財
生
産
よ
り
転
用
す
る
必
要
は
た
い
。
従
っ
て
泊
費
財
生
産
は
毎
期
コ
γ
ス
グ
Y
ト
で
あ
る
。
し
か
し
投
資
の
注
入
に
よ
っ
て
所
得
が
増
加
し
、
乙
れ
が
消
費
需
要
を
増
加
せ
し
め
る
か
ら
消
費
財
価
格
は
上
昇
す
る
で
あ
ら
う
。
か
く
て
イ
シ
フ
レ
は
始
ま
る
。
目
標
生
産
に
い
た
る
迄
は
資
本
財
需
要
は
増
加
す
る
か
ら
、
支
出
は
累
積
的
に
増
加
し
、
そ
の
限
り
に
‘
お
い
て
後
進
経
済
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
経
営
と
経
済
イ
Y
フ
レ
施
風
自
体
に
よ
り
て
誘
発
さ
れ
た
貨
幣
所
得
の
増
大
は
数
量
的
に
コ
Y
ス
グ
γ
ト
た
る
泊
費
財
価
格
の
上
昇
施
風
を
強
め
る
。
と
乙
で
も
資
源
の
流
入
に
何
ら
か
の
制
限
が
‘
な
さ
れ
怠
け
れ
ば
、
相
対
的
に
有
利
と
な
る
泊
費
財
生
産
に
資
源
が
流
れ
る
可
能
性
が
あ
る
口
ま
た
シ
ャ
ツ
ツ
は
と
ふ
で
も
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
増
加
に
よ
る
産
出
高
増
加
の
可
能
性
を
も
無
視
し
て
い
イ
γ
フ
レ
も
累
積
的
と
な
る
。
る。
t
が
T
に
達
し
た
以
後
の
局
面
に
う
つ
ろ
う
。
資
本
財
生
産
は
目
標
水
準
に
達
し
た
が
故
に
以
後
資
本
財
需
要
増
加
は
生
じ
た
い
。
し
か
し
資
源
の
流
入
が
続
く
か
ら
消
費
財
の
生
産
は
増
加
す
る
。
乙
の
こ
と
が
イ
シ
フ
レ
の
圧
力
を
減
殺
す
る
口
投
資
は
コ
γ
ス
グ
シ
ト
友
資
本
財
産
出
高
に
物
価
水
準
を
乗
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
」
『
4
J
町吋，+ロ+H
-
T
C
+
H
;
割
羽
目
U
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そ
乙
で
帥
よ
り
物
価
水
準
の
安
定
条
牛
を
吟
未
し
う
る
。
P
が
0
及
び
負
と
‘
な
れ
ば
イ
シ
フ
レ
過
程
は
ス
ト
ッ
プ
し
た
乙
と
を
示
す
口
J
1
ム
ωの
分
母
は
正
〉
づ
守
口
で
、
代
表
さ
れ
る
式
の
各
項
は
す
べ
て
正
、
そ
れ
も
の
(
開
)
寸
よ
り
小
で
あ
る
。
そ
乙
で
帥
仰
が
負
で
あ
る
た
め
に
は
、
¥
(
吋
+
ロ
)
N
+
N
J
/
¥
叶
+
ロ
)
N
J
-
-
(
同
+
吋
Il--}〉
ニ
+
l
J刊
i
一PJ門+ロ
が
成
立
す
る
乙
と
が
必
要
で
あ
る
。
ωは
回
、
吋
+
ロ
で
代
表
さ
れ
る
式
で
は
l
A
ベ
(
開
)
斗
の
み
が
負
で
あ
る
が
(
同
+
(
寸
十
一
川
)
N
+
N
)
〉
(
同
十
(
J
ロ
)
N
)
(
H
J
却
N
+
N
)
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問
問
れ
N
"ー、
" ミ三L52 品山畠
仰
の
不
等
式
は
物
価
安
定
の
条
件
を
示
す
。
右
辺
は
前
期
の
総
産
出
高
に
た
い
す
る
或
期
の
泊
費
財
産
出
高
の
割
合
、
左
辺
は
イ
γ
フ
レ
的
限
界
泊
費
性
向
を
示
す
口
乙
の
安
定
条
件
は
資
源
流
入
の
全
く
な
い
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
異
る
と
乙
ろ
は
泊
費
財
産
出
高
の
比
率
は
資
源
流
入
の
あ
る
場
合
の
方
が
大
で
あ
り
且
資
源
流
入
の
伝
い
場
合
は
こ
の
比
率
が
コ
γ
ス
グ
γ
ト
で
あ
る
が
資
源
流
入
の
あ
る
場
合
期
間
ご
と
に
増
大
し
て
1
に
近
づ
く
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
Z
B
u
 
ロ
l
v
o
o
1 
ド4
g 
乙
の
乙
と
は
資
源
流
入
は
安
定
を
達
成
せ
し
め
る
可
能
性
を
増
大
せ
し
め
る
と
い
う
乙
と
を
意
味
す
る
。
五
以
上
の
分
析
に
於
て
は
シ
ャ
ツ
ヅ
は
投
資
に
よ
る
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
増
加
よ
り
生
や
る
産
出
高
増
加
を
全
く
考
察
の
外
に
‘
お
い
た
。
産
出
高
の
増
加
は
自
給
部
門
よ
り
市
場
経
済
部
門
へ
の
資
源
流
入
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
叉
シ
ャ
ツ
ツ
は
資
源
流
入
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
や
J
生
産
性
一
定
と
い
う
仮
定
を
h
お
い
た
。
投
資
は
と
れ
を
ホ
1
ト
レ
イ
に
従
っ
て
「
資
本
の
拡
張
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
形
態
の
も
の
「
俊
弘
牛
の
深
化
」
l
l人
間
の
力
を
一
層
効
果
的
に
す
る
新
し
い
方
法
の
獲
得
」
と
い
う
形
態
の
も
の
と
に
分
け
て
考
え
る
と
と
が
守
'
で
き
る
。
も
っ
と
も
実
際
的
に
は
拡
張
的
投
資
と
深
化
的
投
資
と
を
正
確
に
区
別
す
る
乙
と
は
む
づ
か
し
い
。
乙
の
区
別
は
資
本
財
の
性
質
に
も
と
づ
く
よ
り
も
む
し
ろ
投
資
の
目
的
と
効
果
の
点
か
ら
友
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
拡
張
的
投
資
に
お
け
る
そ
の
目
的
は
生
産
能
力
との
拡
張
で
あ
り
、
そ
の
効
果
は
産
出
高
と
資
本
の
比
率
を
一
定
に
維
持
す
る
と
と
で
あ
る
白
従
っ
て
乙
の
投
資
は
生
産
増
加
に
比
例
し
て
資
本
財
ス
ト
ッ
ク
を
増
加
せ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
生
産
水
準
或
い
は
全
体
と
し
て
の
経
済
の
活
動
水
準
が
成
長
し
ク
L
あ
る
場
合
に
の
後
進
経
済
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
五
経
蛍
と
経
済
一
六
み
乙
の
種
の
投
資
が
た
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
加
速
度
投
資
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
乙
の
工
ろ
に
拡
張
的
投
資
の
根
本
的
基
準
は
生
産
能
力
が
増
加
す
る
か
否
か
で
あ
る
に
た
い
し
て
深
化
的
投
資
の
目
的
は
生
産
効
率
左
上
昇
せ
し
め
る
と
と
で
あ
り
そ
の
根
本
的
基
準
は
産
出
高
に
た
い
す
る
資
本
の
比
率
を
増
大
せ
し
め
る
乙
と
で
あ
る
。
と
の
投
資
は
技
術
の
変
化
に
依
存
し
通
常
生
産
方
法
を
変
化
せ
し
め
る
。
ホ
1
ト
レ
イ
に
工
れ
ぼ
深
化
は
生
産
期
間
の
増
大
と
生
産
構
造
の
変
化
を
と
も
危
う
も
の
で
あ
り
、
拡
張
は
そ
の
い
づ
。
れ
を
も
と
も
た
わ
た
い
も
の
で
あ
る
。
後
進
経
済
に
・
お
け
る
投
資
は
勿
論
乙
の
二
つ
の
形
態
を
と
る
で
あ
ろ
う
が
拡
張
的
投
資
は
既
に
経
済
の
か
友
り
た
成
長
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
経
済
発
展
の
起
動
力
は
む
し
ろ
主
と
し
て
資
本
の
深
化
と
い
う
形
態
の
投
資
で
あ
る
と
考
え
う
る
。
今
日
の
後
進
経
済
で
は
新
し
い
技
術
に
結
び
つ
い
た
深
化
的
投
資
に
よ
っ
て
生
産
効
率
を
上
昇
せ
し
め
、
発
展
の
軌
道
に
乗
る
と
と
に
よ
っ
て
誘
発
的
投
資
た
る
拡
張
的
投
資
が
続
く
も
の
と
考
え
る
と
と
が
で
き
る
。
か
く
て
新
投
資
は
も
し
そ
れ
が
行
わ
れ
る
た
ら
ぽ
一
般
的
に
資
本
の
深
化
の
形
態
を
と
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
投
資
、
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
増
大
は
生
産
性
の
上
昇
と
結
び
つ
く
で
あ
ろ
う
。
シ
ャ
ツ
ヅ
は
出
発
点
を
静
態
的
均
衡
と
し
た
り
か
か
る
静
態
的
均
衡
状
態
よ
り
離
脱
せ
し
め
る
衝
撃
と
し
て
の
投
資
は
主
と
し
て
自
発
的
投
資
と
し
て
の
深
化
的
投
資
で
あ
る
で
あ
ら
う
。
そ
乙
で
後
進
経
済
の
発
展
に
ゐ
け
る
イ
シ
ブ
レ
現
象
の
分
析
に
沿
い
て
も
当
然
、
投
資
、
生
産
性
上
昇
の
関
連
性
が
問
題
と
さ
れ
ね
ば
友
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
シ
ャ
ツ
ヅ
は
第
一
、
第
二
の
場
合
で
は
生
産
性
は
コ
シ
ス
グ
シ
ト
と
仮
定
し
た
。
か
か
る
仮
定
は
当
然
捨
て
ね
ば
友
ら
ぬ
。
そ
乙
で
第
三
の
場
合
に
入
る
の
し
か
し
乙
の
第
三
の
場
合
で
は
生
産
性
は
上
昇
す
る
が
、
資
源
は
流
入
し
友
い
と
仮
定
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
賃
銀
の
上
昇
は
生
産
性
の
上
昇
に
比
例
す
る
。
総
賃
銀
所
得
の
増
加
率
は
物
価
水
準
の
上
昇
に
賃
銀
上
昇
係
数
x
を
乗
じ
た
も
の
に
ひ
と
し
い
、
且
資
源
流
入
の
あ
る
場
合
と
同
じ
仮
定
を
設
定
し
て
物
価
水
準
の
変
動
過
程
に
ク
い
て
は
資
源
流
入
の
あ
る
場
合
と
同
じ
結
論
を
み
ち
び
い
た
n
即
ち
生
産
位
の
上
昇
は
資
源
の
流
入
と
同
じ
く
イ
シ
フ
レ
を
緩
和
し
そ
の
圧
力
を
弱
め
る
効
果
を
も
っ
口
も
っ
と
も
生
産
性
の
上
昇
は
一
人
当
り
の
所
得
水
準
を
高
め
る
か
ら
よ
り
貯
蓄
を
大
た
ら
し
め
、
又
生
産
性
の
向
上
に
よ
る
産
出
高
の
増
大
は
所
得
の
分
配
を
し
て
企
業
者
に
有
利
た
方
向
に
変
化
せ
し
め
る
か
ら
、
乙
の
乙
と
が
貯
蓄
を
よ
り
大
た
ら
し
め
る
。
と
れ
ら
の
理
由
に
よ
っ
て
シ
ャ
ツ
ヅ
は
生
産
性
上
昇
の
場
合
は
資
源
流
入
の
場
合
よ
り
も
社
会
の
限
界
泊
費
怯
向
は
低
く
且
イ
γ
フ
レ
圧
力
を
減
殺
す
る
効
果
が
強
い
と
述
べ
て
い
る
。
か
く
て
シ
ャ
ツ
ツ
分
析
の
結
論
は
生
産
性
の
向
上
或
い
は
市
場
経
済
部
門
に
流
入
し
ろ
る
資
源
が
存
在
す
る
と
い
う
乙
と
は
通
常
発
展
に
と
う
た
う
イ
Y
フ
レ
を
緩
和
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
乙
と
で
あ
り
、
イ
シ
フ
レ
自
体
に
よ
っ
て
資
源
の
流
入
が
誘
発
さ
れ
る
程
度
に
応
じ
て
他
の
事
情
ひ
と
し
い
か
ぎ
り
イ
シ
ブ
レ
は
部
分
的
に
は
自
己
修
正
的
で
あ
り
且
産
出
高
を
増
加
せ
し
あ
発
展
を
促
進
せ
し
め
る
と
い
う
積
極
的
効
果
を
も
っ
。
し
か
し
実
際
的
危
問
題
と
し
て
は
、
イ
シ
フ
レ
を
抑
圧
し
ろ
る
に
足
る
十
分
た
資
源
が
今
日
の
後
進
経
済
の
自
給
部
門
に
果
し
て
存
在
し
ろ
る
か
或
い
は
十
分
た
生
産
性
向
上
が
期
待
し
ろ
る
か
と
い
う
と
と
で
あ
り
、
い
か
に
し
て
資
源
を
確
保
し
、
生
産
性
上
昇
の
基
礎
的
地
盤
を
築
く
か
が
後
進
経
済
発
展
の
根
本
問
題
を
た
す
で
あ
ろ
う
口
註(1) 
後
進
経
済
の
特
徴
を
低
位
安
定
均
衡
と
規
定
し
、
そ
れ
よ
り
の
離
脱
を
人
口
増
加
と
の
関
連
に
お
い
て
考
察
し
た
優
れ
た
理
論
分
析
は
次
の
書
で
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
ロ
国
-
F
O
同げ
O
ロ
田
仲
立
2
〉
叶
H
H
O
O
門司
O
同
開
。
。
ロ
o自
宮
-uo目
。
∞
E℃
宮
山
の
り
O
〈
O
吉
田
)
言
。
ロ
f
E
印
品
(2) 
ヌ
ル
グ
セ
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
「
低
開
発
諸
国
の
国
内
経
済
に
お
け
る
私
的
授
資
誘
因
を
抑
圧
し
よ
う
と
す
る
市
場
需
要
の
不
足
は
、
古
典
学
派
経
済
学
の
言
葉
で
い
え
ば
実
質
購
買
力
の
不
足
で
あ
る
D
そ
れ
は
、
ケ
イ
ン
ズ
学
派
経
済
学
で
い
う
有
効
需
要
の
不
足
で
は
な
い
。
そ
こ
で
は
一
般
に
貨
幣
的
需
要
の
不
足
は
存
在
し
な
い
。
と
れ
ら
諸
国
の
多
く
は
慢
性
的
な
イ
ン
フ
レ
圧
力
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
D
貨
幣
的
需
要
は
絶
対
額
で
は
少
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
生
産
能
力
に
比
し
て
過
大
で
あ
る
。
」
同
-
Zロユ門的
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可
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E
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B
印
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目
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ロ
吉
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ロ
色
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umw門日
n
oロロ件門戸
2
・
Hω
印
ω
後
進
経
済
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
土
屋
訳
二
六
頁
七
、3)
経
蛍
と
経
済
イ
、
ン
プ
レ
1
シ
ヨ
シ
が
強
制
貯
蓄
の
エ
シ
ヂ
ン
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
と
は
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
叉
イ
ン
フ
レ
圧
力
は
政
府
投
資
や
民
間
投
、
資
の
波
少
に
よ
っ
て
も
波
ぜ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
資
本
蓄
積
が
国
家
の
進
歩
の
た
め
に
は
重
要
で
あ
る
か
ら
、
強
制
貯
蓄
の
形
に
よ
っ
て
y¥ 
し
て
も
消
費
支
出
を
阻
止
す
る
方
が
の
ぞ
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
口
他
方
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
ペ
ル
ン
シ
ユ
タ
イ
シ
等
の
指
摘
す
る
ご
と
く
設
資
士同ロ
2
m片山
O
ロ
宮
間
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主
目
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ロ
言
明
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。
ロ
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B
古
の
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向
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ら
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る
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の
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造
す
る
貯
蓄
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ま
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め
る
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ま
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ン
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の
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せ
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ョ
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す
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。
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。
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あ
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イ
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わ
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